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（自然美が愛される環境のよい県立芦野公園）

長
い
冬
も
よ
う
や
く
お
わ
り
、
家
の
周

囲
に
は
春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
コ

ー
ト
を
脱
ぎ
捨
て
て
、
春
の
野
山
へ
で
か

け
ま
し
ょ
う
。
柔
ら
か
い
春
の
日
差
し
の

な
か
で
、
蝶
が
舞
い
、
小
鳥
が
さ
え
ず
り

さ
く
ら
や
つ
つ
じ
、
そ
し
て
椿
な
ど
が
、

春
の
光
を
浴
び
て
成
長
し
て
い
ま
す
。
ま

る
で
生
物
も
春
の
お
と
ず
れ
を
喜
こ
ん
で

い
る
か
の
よ
う
で
す
。
大
自
然
の
な
か
に

と
び
こ
み
、
新
鮮
な
空
気
を
胸
い
つ
ぱ
い

に
す
い
ま
し
ょ
う
。

一
見
、
の
ど
か
な
大
自
然
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
秩
序
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
一
定
の
限
度
を
こ
え
て
環
境
が

破
壊
さ
れ
る
と
、
ふ
た
た
び
も
と
に
か
え

り
ま
せ
ん
。
自
然
破
壊
に
よ
っ
て
、
自
然

界
は
そ
の
影
響
を
う
け
、
人
命
を
も
お
び

や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
の
日
差
し
の
な

や
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
で
、
人
間
も
自

然
の
な
か
の
一
部

で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

や
グ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
も
〃
″
Ⅱ
、
ぐ
ｑ
○
Ｂ
Ｌ
Ｊ
ｐ
Ｒ
、
ｆ
ｕ
Ｕ
廷
、
″
″
、
″
ｆ
、
ｐ
、
″
″
、
〆
巳
、
夛
金
″
″
■
、
ご
一
己
、
刀
、
″
口
口
、
ざ
。
■
ｎ
戸
、
″

自
然
に
親
し
む

～～
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第六十四回定例会
◇
専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

職
幽
の
四
等
級
制
か
ら
五
等
級
制
へ

の
移
行
お
よ
び
移
動
等
に
よ
り
、
各
款

ご
と
の
職
員
給
に
つ
い
て
専
決
し
、
百

七
十
七
万
九
千
円
を
追
加
し
た
累
計
予

算
額
を
七
億
六
千
五
百
九
十
五
万
六
千

円
と
し
ま
し
た
。
こ
の
歳
入
と
し
て
は

た
ば
こ
淌
蜜
税
お
よ
び
氾
気
ガ
ス
税
を

あ
て
ま
し
た
。

◇
昭
和
四
十
七
年
度
金
木
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

年
度
末
に
当
り
、
国
雌
支
出
金
を
伴

う
も
の
、
国
の
割
当
に
よ
る
班
業
劉
の

追
加
、
減
額
等
今
後
の
事
態
の
推
移
に

対
処
し
て
の
補
正
で
あ
り
、
そ
の
予
算

額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
百
五
十
四

万
四
千
円
を
追
加
し
、
最
終
予
算
額
を

七
徳
七
千
四
百
五
十
万
円
と
定
め
た
も

の
で
す
。

歳
出
の
主
な
る
も
の
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
面
診
勘
定
）
へ
の
繰

出
金
三
百
万
円
を
は
じ
め
、
り
ん
ご
黒

星
病
の
被
害
樹
伐
採
補
償
澱
の
追
加
分

百
二
十
二
万
七
千
円
が
主
な
も
の
で
、

そ
の
ほ
か
年
度
末
に
お
け
る
必
要
経
費

な
ど
の
追
加
更
正
硴
た
も
の
で
す
．

☆
四
十
八
年
度
の
当
初
予
凍
は
、
三
月
二
十
日
か
ら
二
十
七
日
☆

☆
ま
で
の
八
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
第
六
十
四
回
町
議
会
☆

☆
定
例
会
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
予
算
規
模
は
☆

☆
歳
入
歳
出
と
も
昨
年
度
の
当
初
予
算
額
よ
り
二
十
二
・
六
％
☆

☆
の
一
侭
四
千
三
百
五
十
七
万
三
千
円
上
廻
る
七
億
七
千
八
百
☆

☆
五
十
七
万
三
千
円
と
大
型
な
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
☆

第
六
十
四
回
金
木
町
議
会
定
例
会
は
三
月
二
十
日
に
招
集
し
、
二

十
七
日
ま
で
八
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

会
期
中
に
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
一
般
会
帥
当
初
予
算
の
ほ
か
、

金
木
町
名
香
町
民
条
例
制
定
の
件
、
金
木
町
役
場
支
所
設
世
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
件
な
ら
び
に
金
木
町
総
合
計
画
基
本
櫛
想
策
定
の

件
な
ど
、
二
十
三
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

成
立
織
案
の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

◇
昭
和
四
十
七
年
度
金
木
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
補
正

予
算
に
つ
い
て

療
養
給
付
費
お
よ
び
療
養
費
等
の
支

払
い
に
必
要
な
維
費
一
千
六
百
九
十
九

万
八
千
円
を
補
正
し
、
最
終
予
算
額
を

一
侭
七
千
五
百
九
十
万
七
千
円
と
し
ま

し
た
。こ

の
歳
入
と
し
て
は
、
保
険
税
お
よ

び
国
庫
支
出
金
、
そ
れ
に
前
年
度
繰
越

金
を
あ
て
ま
し
た
。

歳
入
と
し
て
は
、
町
価
お
よ
び
国
嘩

支
出
金
を
主
と
し
た
ほ
か
、
普
通
お
よ

び
特
別
交
付
税
、
そ
の
他
の
収
入
を
あ

て
収
支
の
均
衡
を
と
り
ま
し
た
。

◇
昭
和
四
十
七
年
度
金
木
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
直
診
勘
定
）
補
正

予
算
に
つ
い
て

喜
良
市
診
縦
所
は
、
年
度
の
途
中
か

ら
開
業
し
た
の
で
、
診
療
収
入
が
当
初

の
見
込
額
よ
り
少
な
か
っ
た
の
で
、
一

般
会
計
か
ら
三
百
万
円
の
繰
り
入
れ
と

薬
品
代
百
万
円
を
減
額
す
る
た
め
の
補

正
で
あ
り
ま
す
。

①
一
般
管
理
受
’
七
四
、
八
○
一
千
円

職
員
給
料
三
千
三
百
三
十
一
万
八
千

円
、
諸
手
当
一
千
八
百
二
十
二
万
一
千

円
、
共
済
組
合
負
担
金
三
百
五
十
八
万

八
千
円
、
費
用
弁
償
四
十
万
円
、
普
通

旅
費
百
三
十
万
円
、
特
別
旅
費
五
十
万

円
を
合
わ
せ
た
二
百
二
十
万
の
旅
費
、

、

総
額
一
億
三
千
六
百
六
十
万
八
千
円

の
総
務
費
は
、
職
員
の
給
料
、
諸
手
当

共
済
費
な
ど
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
特

に
県
営
小
田
川
地
区
か
ん
が
い
排
水
事

業
費
補
助
金
と
し
て
六
百
九
十
五
万
円

同
じ
く
小
川
川
地
区
の
圃
場
整
備
調
査

計
画
補
助
金
と
し
て
二
百
六
十
五
万
円

に
ウ
エ
イ
ト
を
瞳
い
た
も
の
で
す
が
、

項
目
別
に
主
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
昭
和
四
十
八
年
度
金
木
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

昭
和
四
十
八
年
度
の
重
点
目
標
と
し

て
は
、
弘
削
大
学
小
林
教
授
を
主
班
と

す
る
澗
査
団
か
ら
報
告
さ
れ
た
金
木
町

振
興
対
策
基
本
調
査
の
結
果
に
基
づ
い

て
、
金
木
町
総
合
計
画
を
策
定
し
、
目

標
年
次
を
十
年
後
の
昭
和
五
十
七
年
度

に
実
施
前
画
を
樹
て
る
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
四
十
八
年
度
の
当
初
予

算
は
実
施
計
画
に
先
だ
つ
も
の
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
た
め
こ
の
た
び
の
当
初

予
算
は
、
四
十
六
年
度
か
ら
継
続
の
班

１
－ 農

業
の
近
代
化
を
図
り

小
田
川
地
区
か
ん
排
事
業
ご

同
圃
場
整
備
計
画
’

九
百
六
十
万
円

交
際
費
百
二
十
万
円
、
消
耗
品
費
百
二

万
円
、
印
刷
製
本
費
、
諸
用
紙
百
万
円

例
規
集
追
録
六
十
万
円
、
食
糊
費
百
二

十
万
円
な
ど
需
用
費
が
三
百
二
万
円
、

備
品
聯
入
費
二
十
万
円
、
職
風
退
職
組

合
な
ど
職
員
関
係
の
負
担
金
を
は
じ
め

各
種
の
負
担
金
一
千
二
百
三
十
二
万
八

千
円
が
主
な
も
の
。

②
文
書
広
報
妻
Ｉ
四
二
六
千
円

広
報
金
木
だ
よ
り
発
行
経
費
七
回
分

三
十
万
円
が
主
で
、
他
は
旅
費
、
消
耗

品
費
な
ど
。

③
財
政
管
理
受
Ｉ
参
一
五
千
円

④
会
計
管
理
喪
１
一
九
○
千
円

⑤
財
産
管
理
畳
’
八
、
三
二
千
円

こ
の
予
算
の
大
部
分
は
役
場
庁
舎
の

維
持
管
理
費
で
、
そ
の
主
な
も
の
は
、

燃
料
費
（
ガ
ス
、
暖
房
用
軍
油
、
自
動

車
ガ
ソ
リ
ン
等
）
三
百
十
万
八
千
円
、

瀬
小
学
校
第
三
期
工
事
（
屋
体
）
を
は

じ
め
、
山
村
振
興
法
に
よ
る
喜
良
市
野

菜
加
工
セ
ン
タ
ー
建
設
費
助
成
、
同
じ

く
柏
木
線
通
路
盤
備
事
業
の
第
三
期
工

事
、
ま
た
広
域
圏
計
画
に
よ
る
町
道
整

備
、
さ
ら
に
本
年
度
か
ら
着
手
す
る
上

水
道
箏
業
、
中
央
公
民
館
建
設
事
業
、

老
朽
危
険
化
に
伴
う
喜
良
巾
小
学
校
の

建
設
事
業
、
そ
し
て
固
定
質
産
税
の
税

率
を
標
準
税
率
に
す
る
た
め
の
税
率
引

き
下
げ
等
を
主
と
し
た
予
算
で
す
。

そ
の
主
な
歳
出
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。
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砥
気
料
お
よ
び
咽
気
保
安
委
託
料
七
十

九
万
円
、
修
繕
料
三
十
二
万
円
、
砥
話

料
百
九
十
二
万
円
、
火
災
お
よ
び
自
励

車
の
保
険
料
百
八
十
六
万
二
千
円
、
庁

舎
、
浄
化
櫓
、
ボ
イ
ラ
ー
の
消
州
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
保
守
料
な
ど
委
託
料
と
し

て
百
八
十
二
万
四
千
円
等
。

⑤
企
画
受
Ⅱ
｜
、
二
四
二
八
千
円

総
合
計
画
審
議
委
員
報
酬
九
万
円
、

郷
土
史
細
さ
ん
委
員
報
酬
十
二
万
円
、

町
勢
要
覧
兼
観
光
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
五
十

万
円
、
郷
土
史
編
さ
ん
資
料
収
集
委
託

料
九
十
万
円
、
県
性
小
田
川
地
区
か
ん

が
い
排
水
事
業
費
補
助
金
六
百
九
十
五

万
三
千
円
、
同
地
区
圃
場
縦
備
調
査
計

画
補
助
金
二
百
六
十
五
万
円
の
ほ
か
、

圃
場
盤
附
促
進
対
策
費
と
し
て
五
十
万

円
、
西
北
五
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議

会
な
ど
へ
の
負
担
金
五
十
六
万
五
千
円

【
小
田
川
地
区
か
ん
排
事
業
エ
事
】

。

⑦
自
然
休
養
村
整
備
事
業
調
査
受
Ｉ

．
九
二
五
千
円

原
図
作
成
費
十
五
万
円
な
ら
び
に
原

図
作
成
基
礎
調
査
委
託
料
と
し
て
二
十

五
万
円
、
事
務
及
び
現
地
調
査
備
品
購

入
費
と
し
て
十
万
円
、
全
国
自
然
休
養

村
協
議
会
負
担
金
七
万
円
、
そ
の
他
。

③
公
平
委
員
会
受
Ｉ
六
千
円

⑨
自
治
振
興
受
Ｉ
一
五
○
千
円

自
治
功
労
者
に
対
す
る
把
念
品
代
と

消
耗
品
な
ど
冊
刷
費
。

⑩
交
通
安
全
対
策
受
’三

、
一
ヱ
ハ
千
円

「
緑
の
お
ば
さ
ん
」
婦
人
交
通
盤
理

員
六
人
分
の
報
酬
百
三
十
五
万
円
、
年

末
報
償
金
十
二
万
円
、
旅
費
、
冊
用
蛮

で
三
十
五
万
六
千
円
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

ほ
か
、
交
通
安
全
施
投
工
邸
請
負
費
六

十
万
四
千
円
、
交
通
安
全
協
会
を
は
じ

｜
鬮
一

①
賦
課
徴
収
費
’

一
八
、
四
三
三
千
円

税
務
職
員
の
給
料

諸
手
当
、
共
済
組
合

負
担
金
が
一
千
四
百

六
十
六
万
二
千
円
、

納
税
貯
搭
組
合
に
対

す
る
報
仙
金
（
納
期

内
完
納
五
％
、
年
内

完
納
三
％
）
二
百
三

め
通
路
利
州
者
会
等

に
対
す
る
補
助
お
よ

び
負
担
金
等
が
六
十

八
万
六
千
円
。

納
税
貯
蓄

組
合
に

二
百
三
十

万
円

「
同
割
伺
ヨ
團
團
厨
團
同
一
①
町
長
選
挙
受
Ｉ
六
九
一
千
円
ｅ
所
褐
推
尉
顧
査
劉
１
一
匹
千
Ｒ

投
・
開
票
管
測
者
、
同
立
会
人
等
報
⑤
農
業
基
本
統
計
調
査
受
Ｉ

①
戸
霜
住
民
登
録
受
Ⅱ
酬
六
万
六
千
円
、
投
・
開
票
邪
務
従
事
一
二
○
千
円

一
○
、
’
○
六
千
円
者
手
当
二
四
六
千
円
、
消
耗
品
費
、
印
捌
在
倒
報
酬
二
十
五
万
円
が
主
。

職
働
給
、
謡
手
当
、
共
済
組
合
負
狐
刷
費
、
食
糊
費
な
ど
十
八
万
円
、
郵
券
③
住
宅
統
計
鯛
査
受
Ｉ
三
四
千
円

金
お
よ
び
砺
用
費
な
ど
の
経
附
経
費
。
代
の
役
務
費
十
五
万
円
等
。

一
監
査
匡
旧
曜
桿
一

一
選
挙
費
一
一
統
計
調
査
費
‐
一

①
監
査
委
員
貴
’
一
、
五
五
四
千
円

①
選
挙
管
理
委
員
会
費
Ｉ
①
統
計
調
査
総
務
喪
Ｉ
委
員
報
酬
、
職
幽
給
、
諸
手
對
等
人

三
、
三
六
五
千
円
一
、
七
三
五
千
円
件
費
。

ｂ
ロ
●
■
凸
■
つ
ゆ
●
、
、
０
凸
■
ｅ
ｑ
ｏ
凸
の
凸
口
。
●
の
口
■
□
。
●
の
■
。
□
ｅ
ｐ
の
■
も
■
■
Ｐ
■
■
。
■
ｐ
ｐ
ｑ
。
①
■
の
Ｂ
■
も
●
●
か
口
。
■
●
与
口
◆
ｂ
●
■
む
ら
町
②
か
ゆ
■
。
■
り
ゆ
◆
■
巳
■
の
■
凸
●
。
■
凸
Ｇ
●
。
■
凸
卓
日
①
。
Ｂ
の
ゆ
ｑ
ｂ
Ｐ
ｇ
ゆ
■
■
ｑ
ｑ
■
ｐ
●
。
①
。
の
■
ｂ
口
Ｄ
●
幻
日
心

蕊
朏
一
帳
童
福
祉
隣
一

民
生
賢
一
億
二
千
四
十
万
三
千
円
の
と
大
部
分
か
給
料
お
よ
び
諸
手
当
等
で
①
児
童
福
祉
総
務
畳
Ⅱ

主
な
も
の
は
、
職
負
の
給
料
、
諸
手
当
占
め
、
ほ
か
に
街
灯
磁
気
料
一
千
八
百
一
、
一
八
三
千
円

共
済
組
合
負
扣
金
等
の
ほ
か
、
保
育
所
万
川
、
街
灯
修
繕
料
七
十
万
円
、
民
生
保
育
所
迩
蛍
委
員
報
酬
Ⅶ
万
五
千
円

児
亜
舗
に
要
す
る
経
蛮
は
、
昨
年
に
比
委
働
保
謹
世
併
調
査
委
托
料
四
十
三
万
安
全
脈
十
四
万
四
千
円
、
消
耗
品
費
、

べ
約
八
百
万
円
上
廻
っ
た
閥
千
八
百
万
二
千
円
か
主
。
印
刷
製
本
費
、
食
靴
賀
な
ど
三
万
円
、

①
社
会
福
祉
総
務
費
Ⅱ一

六
、
七
七
二
千
円

十
万
円
、
旅
費
の
七
十
八
万
円
は
納
税
職
員
給
親
諸
手
当
、
共
済
組
合
負
職
員
給
料
、
諸
手
当
、
共
済
組
合
負

組
合
長
研
修
旅
費
六
十
万
円
か
主
な
も
担
金
の
ほ
か
、
旅
費
、
需
用
費
な
ど
。
扣
金
等
人
件
費
か
主
。

の
。
そ
の
他
需
用
費
、
補
助
及
び
交
付
②
選
挙
啓
発
受
Ｉ
一
五
○
千
円
②
工
業
統
計
調
査
費
Ｉ
三
四
千
円

金
。
報
償
蜜
、
旅
費
、
印
刷
費
等
。
③
教
育
統
計
調
査
費
Ｉ
四
千
円

二
司
呵
『
■
』
『
Ⅱ
司
凸

円
を
、
ま
た
、
児
童
手
当
の
扶
助
賀
と

し
て
一
千
八
百
万
円
が
嘘
ら
れ
、
項
目

別
に
よ
る
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。街

灯
の
通
気
料

年
間
、
百
八
十
万
円

一

こ
の
予
算
で
は
、
約
一
千
三
百
万
円
冬
期
間
の
燃
料
費
二
万
五
千
円
、
鰯
産
休
代
替
保
母
賃
金
十
一
万
一
千
円
、

②
身
体
障
害
者
福
祉
費
１
六
○
千
円

身
障
者
福
祉
大
会
補
助
二
万
円
、
身

~

小
川
町
児
敬
遊
園
地
吸
地
借
上
料
一
万

円
の
ほ
か
、
負
扣
金
お
よ
び
補
助
と
し

て
、
学
校
安
全
会
二
万
二
千
円
、
津
雁

地
Ｋ
保
育
研
究
会
二
万
円
、
鼎
児
敢
館

連
絡
協
議
会
門
千
円
、
粘
薄
児
施
設
負

担
金
五
十
万
九
千
円
、
児
腫
遊
咽
地
補

助
と
し
て
四
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。②

母
子
福
祉
饗
Ｉ
二
○
千
円

母
子
福
祉
大
会
参
加
助
成
金
。

③
保
育
所
受
Ⅱ
四
一
、
八
九
三
千
円

職
員
給
料
、
諸
手
当
、
共
済
組
合
な

ど
三
千
三
百
八
十
万
五
千
円
の
ほ
か
、

④
所
得
推
計
調
査
受
１
一
四
千
円

帥加l叫IUIU

1mlIDⅡ曲
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医
師
謝
礼
二
万
四
千
円
、
母
子
旅
行
六

万
円
、
措
吐
費
徴
収
謝
礼
六
万
円
の
報

償
費
、
旅
費
に
十
万
円
、
需
用
費
で
は

保
育
消
耗
品
費
百
五
十
四
万
八
千
円
、

事
務
消
耗
砧
挫
八
万
円
、
光
熱
水
蜜
十

四
万
四
千
円
と
、
燃
料
賀
（
給
食
用
、

暖
〃
用
）
四
十
七
万
五
千
円
、
給
食
原

材
料
費
の
四
百
四
十
四
万
五
千
円
で

す
。
修
繕
賀
の
二
十
万
円
は
第
一
保
育

所
（
金
木
）
十
万
円
、
第
二
（
金
木
）

が
五
万
円
、
第
四
（
喜
良
市
）
が
五
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

役
務
饗
と
し
て
通
侶
巡
搬
省
十
二
万

円
、
汲
取
手
数
料
六
万
円
、
洗
た
く
料

の
二
万
円
が
主
で
す
。

使
用
料
及
賃
借
料
五
万
二
千
円
は
、

第
三
保
育
所
敷
地
借
上
料
二
万
四
千
円

自
動
車
お
よ
び
ア
ン
プ
借
上
料
の
二
万

八
千
円
で
す
。

工
邪
荊
負
費
と
し
て
、
第
三
保
育
所

（
班
瀬
）
の
砂
遊
び
場
四
万
円
、
備
品

職
人
費
の
四
十
万
円
は
、
第
一
、
第
二

第
三
、
第
四
に
各
十
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
児
童
の
災
瞥
見
舞
と
し
て
扶
助
賀

【
ね
た
き
り
老
人
を
お
世
話
す
る

奉
仕
員
】

に
二
万
円
が
盛
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
季
節
保
育
所
受
Ｉ
三
○
二
千
円

季
節
保
育
所
の
開
設
予
定
は
、
藤
枝

（
集
会
所
）
、
中
柏
木
（
集
会
所
）
、

更
生
部
落
（
神
社
）
の
三
地
区
で
、
そ

の
予
算
と
し
て
、
保
母
賃
金
二
十
万
四

千
円
。
お
や
つ
代
五
万
二
千
円
、
保
育

消
耗
品
四
万
二
千
円
、
燃
料
費
の
四
千

円
で
す
。

⑤
児
童
館
受
Ｉ
五
、
七
八
六
千
円

職
員
給
料
、
諸
手
当
等
四
百
十
万
五

千
円
と
人
件
賀
が
主
で
、
ほ
か
、
報
償

費
（
医
師
謝
礼
．
母
子
旅
行
、
回
収
金

徴
収
謝
礼
）
四
万
六
千
円
、
旅
費
二
万

円
、
冊
用
費
と
し
て
消
耗
品
費
の
四
十

四
万
円
（
事
務
用
四
万
円
、
保
育
川
四

十
万
円
）
、
食
細
費
、
印
刷
製
本
費
、

光
熱
水
甜
あ
わ
せ
た
五
万
六
千
円
、
燃

料
費
十
二
万
円
、
間
食
代
五
十
二
万
八

千
円
、
修
繕
料
は
川
倉
児
亜
館
六
万
八

千
円
、
蒔
出
児
童
館
の
三
万
円
で
す
。

ま
た
、
役
務
黄
七
万
円
、
惜
上
料
一
万

円
と
、
備
品
脳
入
凹
に
は
、
遊
具
五
万

二
千
円
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
二
万
四
千
円

カ
ラ
ー
ー
テ
レ
ビ
十
五
万
円
、
図
普
、
毛

布
な
ど
二
万
七
千
円
の
ほ
か
、
扶
助
尚

の
一
万
円
か
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
衛
生
総
務
饗
Ⅱ
一
、
七
二
一
千
円
①
塵
芥
処
理
喪
’
五
、
一
九
一
一
千
円

派
辿
保
健
州
負
担
金
白
四
十
万
円
が
・
ゴ
ミ
収
集
車
職
人
費
二
百
八
十
万
円

主
な
も
の
で
す
。
、
刀
ほ
か
、
ゴ
ミ
収
集
人
夫
賃
百
五
十
三

万
二
千
円
等
。

《

1

11 挺懸漬；
I

閑
倒
園
馴
對
劉
。
｜
割
側
割
判
劃
‐

が
、

釦

2,438万9千円

本
年
度
よ
り

県
か
ら
の

派
遣
保
健
婦
配
置

⑥
児
童
措
置
妻
’
一
八
、
○
四
○
千
円

旅
費
二
万
円
、
消
耗
品
、
印
刷
製
本

費
一
万
円
、
扶
助
賀
と
し
て
、
被
用
者

児
童
手
当
百
四
十
四
万
円
、
非
被
用
者

児
亜
手
当
一
千
六
百
五
十
六
万
円
が
も

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
国
民
年
金
事
務
取
扱
費
Ⅱ

五
、
二
八
九
千
円

峨
員
給
料
、
諸
手
当
、
共
済
費
等
四

百
十
二
万
一
千
円
、
報
償
費
（
納
入
組

織
報
償
金
）
八
十
四
万
五
千
円
、
旅
費

八
万
円
、
消
耗
品
費
三
万
円
、
食
繩
費

一
万
円
、
印
刷
製
本
愛
十
七
万
一
千
円

通
偲
巡
搬
費
一
万
円
惇
。

遺
児
と
な
っ
た

児
遺
・
生
徒
を

対
象
に

⑦
遺
児
対
策
喪
Ｉ
四
八
五
千
円

（
）
内
は
対
象
人
員

慰
謝
激
励
金
（
百
二
十
人
）
六
万
円

入
学
祝
金
（
二
十
人
）
十
万
円
、
卒
業

祝
金
（
二
十
五
人
）
十
七
万
五
千
円
、

弔
慰
金
（
十
五
人
）
十
五
万
円

国
民
年
金
事
務
取
扱
費

｜
’

股
林
水
産
業
賀
の
八
千
二
百
三
十
一
鬼
委
員
報
酬
、
職
員
給
料
、
渚
手
当
、
州

万
六
千
円
は
、
昨
年
度
よ
り
継
続
の
畑
共
済
組
合
負
担
余
で
一
千
万
円
、
報
悩
州

作
営
腰
パ
イ
ロ
ッ
ト
邪
業
の
助
成
金
と
金
（
農
業
大
学
等
）
二
十
三
万
円
、
旅
州

し
て
六
百
四
十
万
二
千
円
、
ま
た
新
規
費
Ｉ
費
用
弁
悩
（
委
員
旅
費
、
研
修
旅
州

一
出
癖
示
峅
斗
涯
緬
壺
僻
円
師
雌
“
脈
“
叩

事
業
で
あ
る
野
菜
加
工
セ
ン
タ
ー
設
腫

の
助
成
金
五
百
八
十
万
円
、
そ
れ
に
特

産
物
生
産
団
地
育
成
事
業
に
対
す
る
助
細
費
と
し
て
の
勝
朋
甜
五
十
三
万
一
千
ⅧⅡ

成
金
が
二
百
二
十
万
四
千
円
、
さ
ら
に
円
の
ほ
か
、
各
秘
関
係
川
体
へ
の
負
担
州

山
村
振
興
法
に
基
づ
い
た
町
道
（
柏
木
金
等
十
二
万
二
千
円
か
主
。

線
）
盤
備
事
業
費
一
千
九
百
万
八
千
円
②
農
業
総
務
費
Ⅱ
一
○
、
七
九
八
千
円
ⅧⅡ

な
ど
か
主
な
も
の
で
す
。
叩

一
国
一

①
農
業
委
員
会
妾
Ⅱ一

一
一
、

鰯騨
昭和48年度歳入 (単位千円）

分 ｜醐韓|柵溌
｜

区

‐ 1.地方税’101,676113.11
2．地方渡与税’7,305’0．9

3．娯楽施‘没利用税交付金

4．自動車取得税交付金6,6000．8

5．地方交付金436,55656．1

6．交通安全対策特別交付金6000．1

7．分担金および負担金6,7280．9

8．使川料および手数料8,6361．1

19．国庫支出金97，58512．5

10．県支出金38,6465．0

11．財産収入2,3250．3

12．寄附金

13．綴入金5,0000､6

14．繰越金

15．諾収入14,5161．9

16．地方偵52,4006．7

合計，778,573100

畑
作
営
農
・
ハ
イ
ロ
ッ
ト

野
菜
加
工
セ
ン
タ
ー
に
助
成

山
村
振
興
法
に
よ
る

町
道
整
備
に
も
一
千
九
百
万
円

○
○
五
千
円

繩
費
と
し
て
の
沸
朋
出
五
十
三
万
一
千

円
の
ほ
か
、
各
秘
関
係
川
体
へ
の
負
担

金
等
十
二
万
二
千
円
か
主
。

②
農
業
総
務
費
Ⅱ
一
○
、
七
九
八
千
円

職
員
給
料
な
ど
人
件
我
が
主
で
、
そ

の
ほ
か
各
種
剛
体
の
負
担
金
二
十
五
万

五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
農
業
振
興
費
１
二
四
、
八
四
○
千
円

川
畑

叫
岬

皿
叫

圃刑
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金
木
農
協
合
併
助
成
二
百
八
十
万
円

農
協
合
併
経
営
資
金
利
子
補
給
二
百
十

一
万
一
千
円
、
良
質
米
生
産
集
団
推
進

対
策
助
成
百
八
十
万
円
、
畑
作
営
股
パ

イ
口
吻
卜
事
業
助
成
六
百
四
十
万
二
千

円
、
特
産
物
生
産
団
地
育
成
事
業
助
成

二
百
二
十
万
四
千
円
、
中
規
模
育
苗
施

設
設
吐
助
成
百
三
十
二
万
円
、
野
菜
加

工
セ
ン
タ
ー
設
腫
助
成
五
百
八
十
万
円

等
が
そ
の
主
な
る
も
の
で
す
。

④
畜
産
央
Ｉ
一
、
五
一
○
千
円

草
地
改
良
開
発
事
業
助
成
二
十
五
万

二
千
円
、
畜
産
振
興
対
策
助
成
（
養
豚

養
熟
、
酪
股
、
整
兎
）
百
十
三
万
三
千

円
が
主
な
も
の
で
す
。

⑤
国
土
鯛
査
事
業
妾
’

一
○
、
言
一
四
千
円

人
件
費
の
ほ
か
、
一
兼
調
査
人
夫
賃

【
営
農
パ
イ
ロ
ッ
ト
育
苗
施
設
】

な
ど
、
五
十
七
万
粕
円
、
測
趾
委
託

料
四
百
八
十
四
万
三
千
円
、
面
秋
計
算

委
託
料
五
十
二
万
二
百
円
、
副
図
作
成

委
紙
料
十
一
万
円
、
計
算
機
な
ど
備
品

購
入
費
と
し
て
二
十
一
万
円
等
が
主
と

し
た
も
の
で
す
。

③
山
村
振
興
事
業
受
’

一
九
、
○
○
千
円

柏
木
線
工
事
誠
負
潰
一
千
五
百
七
十

七
万
円
、
道
路
拡
巾
に
よ
る
用
地
買
収

》
一
Ｅ
ｒ
ｆ

商
も
守

ｂ
凸

町
内
商
工
業
者
の

商
金
借
入
者
の
保
証

金
と
し
て
、
県
信
用

保
証
協
会
へ
の
出
資

金
一
千
万
円
を
は
じ

め
、
公
園
盤
附
劉
の

二
百
七
十
万
円
と
金

木
町
観
光
協
会
に
四

百
四
十
万
円
の
補
助

金
等
が
計
上
し
て
い

ま
す
。

①
商
工
総
務
受
Ⅱ

三
、
○
三
五
千
円

公
園
管
理
人
報
酬

お
よ
び
職
幽
給
料
、

諸
手
当
な
ど
経
描
的

な
も
の
で
す
。

②
商
工
振
興
費
’

一
一
、
一
二
○
千
円

商
工
会
助
成
百
万

円
、
県
信
用
保
証
晩

商
工
業
者
へ
の
融
資
に

一
千
万
円
を
出
資

観
光
協
会
へ
も
補
助

一
目
一

①
林
業
総
務
費
Ⅱ
二
、
二
六
六
千
円

職
員
給
の
ほ
か
、
森
林
火
災
及
盗
伐

防
止
委
托
料
十
八
万
三
千
円
、
県
市
村

林
野
対
策
協
議
会
負
担
金
お
よ
び
各
団

体
の
助
成
金
八
万
二
千
円
が
主
。

費
二
百
万
円
、
建
造
物
等
撤
去
（
柏
木

線
）
補
俄
金
百
万
三
千
円
等
。

会
出
資
金
一
千
万
円
公
園
幣
伽
人
夫
賃

な
ど
三
十
二
万
円
、
公
園
盤
伽
の
工
事

請
負
費
二
百
七
十
万
円
、
原
材
料
費
は

肥
料
お
よ
び
薬
剤
職
人
代
十
九
万
円
、

砂
利
隣
人
費
八
万
円
、
苗
木
及
び
種
子

脳
入
費
卜
万
円
が
兄
ら
れ
、
術
品
賊
入

①
土
木
総
務
喪
’
二
四
、
七
一
八
千
円
①
道
路
維
持
饗
’
五
、
四
八
四
千
円

装
輔
式
除
雪
ド
ー
ザ
ー
脳
入
費
の
五

百
七
十
二
万
一
千
円
、
広
域
行
政
圏
計

画
に
よ
る
町
道
維
附
賀
と
し
て
二
千
百

万
門
、
町
営
住
宅
建
投
工
事
費
の
二
千

九
百
二
十
万
六
千
円
等
が
そ
の
主
な
も

の
で
す
。

鍵織雛｜
封
ヨ
’

|林
伊
町

業
費

1億693万円

町
営
住
宅
建
設
に

仁
五
砥
二
千
九
百
二
十
万
円

町
道
整
怖
に
も
配
慮

賢
の
動
物
購
入
費
十
万
円
の
ほ
か
、
金

木
町
観
光
協
会
へ
の
補
助
四
百
四
十
万

円
県
観
光
連
盟
津
軽
国
定
公
園
指
定
促

進
協
な
ど
の
負
担
金
四
万
二
千
円
が
主

な
も
の
で
す
。

職
蝕
給
料
、
譜
手
当
、
共
済
組
合
負

担
金
か
大
部
分
を
占
め
、
燃
料
喪
な
ど

弼
川
我
が
二
百
七
十
六
万
円
、
装
輪
式

除
雪
ド
ー
ザ
ー
購
入
饗
五
百
七
十
二
万

一
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

昭和48年度歳出 (単位千円）
道
路
橋
梁
費

科Ⅱ区分｜予算額|構成比
一’

3．0陣
17．6

15．5

3．1

0．2

10．6

2．9

13．7

6．6

18．9

5．8

1．9

0．2

1001

議会賀

総務蟹

民生蛮

衛生蛮

労働費

農林水産業費

商工費

士 木 費

消防費

教 育 費

公 価 甜

諸支出金

予備饗

合計

（
ｕ
〕
〔
ｘ
Ｕ
ハ
ペ
〕
ｎ
ｕ
Ｊ
八
当
〕
（
ｈ
Ｕ
（
ｘ
Ｕ
（
Ⅲ
〕
（
×
〕
戸
、
〕
（
Ⅱ
〕
〔
式
Ｕ
（
Ⅱ
Ｕ
句
、
Ｊ

ｎ
〃
尖
〔
Ⅲ
〕
〈
Ⅱ
Ｕ
〔
×
〕
〈
，
ｈ
Ｕ
４
１
１
（
Ⅱ
Ｕ
、
「
〕
ｎ
Ｕ
〕
ｎ
ｘ
Ｕ
〔
Ⅱ
〕
４
斗
‐
〔
Ⅱ
Ｕ
ワ
ー
０

，
『
〕
（
ｈ
ｕ
刀
４
’
八
弐
．
〕
戸
院
Ｕ
八
弐
〕
戸
【
Ｕ
〔
ｕ
〉
ｑ
ｌ
ｌ
４
４
‐
ｑ
ｌ
ｌ
（
Ⅲ
Ｕ
Ｆ
「
〕
Ｆ
【
Ｊ

Ｄ
９
９
０
９
９
９
１
ｐ
Ｐ
ｆ
７
１
９

３
６
０
４
１
２
２
６
１
７
５
５
１
８

２
３
２
２
８
２
０
５
４
４
１
７７

１
１

１

１

道
路
補
修
人
夫
衝
、
測
並
等
人
夫
衝

で
百
十
万
四
千
円
、
原
材
料
間
の
四
百

二
十
八
万
円
は
、
砂
利
唯
入
代
八
十
万

円
、
砂
利
運
搬
・
敷
込
代
三
百
万
円
、

道
路
補
修
材
料
四
十
八
万
円
で
す
。

②
道
路
新
設
改
良
賓
Ⅱ

四
二
、
七
二
八
千
円

工
事
請
負
費
が
大
部
分
で
あ
り
、
側

溝
に
八
百
四
十
三
万
円
（
金
木
四
七
三

万
円
、
嘉
瀬
二
○
万
円
、
喜
良
市
・
一

六
○
万
円
）
、
護
岸
に
三
百
二
十
七
万

円
（
金
木
二
○
○
万
円
、
砺
瀬
二
七
万

円
喜
良
市
一
○
○
万
円
）
、
広
域
行
政

圏
計
画
に
よ
る
町
道
雛
傭
費
と
し
て
二

千
三
百
三
十
万
円
（
道
路
改
良
二
千
百

万
円
、
舗
装
二
百
三
十
万
円
）
を
あ
て

町
道
姥
備
用
地
脳
人
蟹
百
二
十
五
万
円

県
単
事
業
負
担
金
と
し
て
舗
装
分
に
三

百
六
十
万
円
、
側
溝
分
に
五
十
七
万
八

千
円
、
ま
た
、
氾
柱
移
転
負
扣
金
が
九

十
万
門
、
さ
ら
に
道
路
改
良
木
柵
等
補

償
が
百
四
十
万
門
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
橋
梁
維
持
饗
Ⅲ
Ⅲ
一
、
一
○
○
千
円

田
町
、
小
栗
崎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
架 ’

画
諏

２
０

吋
昨

脚
Ｎ

ｌ
ｆ

８
１

ｎ
制

１
Ⅱ

解
凹

再
一
一Ｗ

．
皿

卿
、

Ⅶ
｜
ｍ

Ⅱ
甲
山

Ⅱ
叩

Ⅶ
眼

而
読

Ⅱ
和

郎
ｍ

Ⅲ
ｍ

叩叩
Ⅱ

叩
ｌ

Ⅷ
。
Ⅱ

ｎ
・
■

２
■

画
■

肘
．
叩

出
宮
部

肥
酎

玲
亘
昨

挫
鋸

酔
一
咄

一一一ー－一＝ﾆニー

＝

少

(5）

購篭謹議
2,260万8千円
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①
住
宅
管
理
畳
Ｉ
｜
、
九
七
四
千
円

住
宅
の
丑
修
理
、
述
物
修
理
、
給
水

施
設
修
理
な
ど
百
九
十
一
万
円
の
需
用

費
が
主
。

②
住
宅
建
築
費
’
二
九
、
一
一
○
六
千
円

工
事
請
負
費
二
千
百
三
万
六
千
円
は

町
濫
住
宅
（
第
二
種
）
十
五
戸
分
と
給

醤
工
事
請
負
費
六
十
五
万
円
、
中
柏
木

の
津
鉄
跨
線
橘
、
夕
陽
橘
修
理
原
材
料

費
が
四
十
五
万
円
。

④
河
川
総
務
養
’
一
、
七
二
○
千
円

岩
木
川
堤
防
管
理
委
託
料
八
十
六
万

円
、
金
木
川
、
小
田
川
堤
防
雑
木
刈
払

委
託
料
七
十
七
万
円
、
河
川
協
会
負
担

金
七
千
円
、
砂
防
協
会
負
担
金
三
万
八

千
円
。住

宅
喪

、

、

【
整
備
中
の
柏
木
線
道
路
】

、、

輔
呼

〃

J
ジ

21

公一二

E

一 ＝ 車

一

■

6

津
唯
北
部
消
防
組
合
負
担
金
の
三
千

九
百
二
十
九
万
九
千
円
が
雌
も
大
き
く

つ
づ
い
て
神
原
、
中
柏
木
、
更
生
部
落

地
区
に
新
設
す
る
防
火
水
そ
う
等
の
工

事
請
負
筏
か
三
百
四
十
五
万
円
、
ま
た

喜
良
巾
地
区
に
配
麓
す
る
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
購
入
残
の
二
百
八
十
五
万
円
か

主
な
る
も
の
で
す
。

水
施
設
工
事
請
負
費
で
、
公
有
財
産
聯
購
入
饗
で
す
。

入
費
七
百
五
十
万
円
は
住
宅
建
築
用
地

＝甲

｜
謄
一

①
常
備
消
防
費
’

三
九
、
二
九
九
千
円

津
聯
北
部
消
防
事

務
組
合
負
担
金
三
千

九
百
二
十
九
万
九
千

円
。

②
非
常
備
消
防
畳
’

五
、
三
五
四
千
円

報
酬
百
三
十
三
万

六
千
円
、
報
佃
蛮
二

十
万
円
、
旅
我
は
普

通
旅
蜜
、
全
国
消
防

大
会
特
別
旅
費
で
三

十
五
万
円
、
冊
用
強

百
六
十
四
万
九
千
円

役
務
費
十
一
万
二
千

円
、
消
防
施
設
敵
地

料
と
し
て
使
用
料
及

賃
借
料
が
十
三
万
六

節
、
備
品
購
入
費

新
鋭
ポ
ン
プ
自
動
車
配
置

喜
良
市
地
区
に

神
原
、
中
柏
木
、
更
生
部
落
に
は

防
火
水
そ
う
新
設

三
十
八
万
七
千
円
の
ほ
か
、
各
靴
団
体

の
負
担
金
お
よ
び
助
成
金
が
百
十
五
万

九
千
円
な
ど
で
す
。

③
消
防
施
設
饗
Ｉ
六
、
三
五
○
千
円

防
火
水
そ
う
新
設
工
事
費
（
三
基
）

二
百
五
十
五
万
円
、
ホ
ー
ス
乾
燥
台
二

十
九
万
円
、
鉄
骨
警
鐘
台
溌
装
工
事
二

十
一
万
円
、
ポ
ン
プ
樋
場
修
繕
四
十
万

円
、
備
品
隣
人
費
は
ポ
ン
プ
自
動
車
、

卜
．
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
合
せ
て
二
百
九
十
万

円
で
す
。

④
水
防
費
Ｉ
一
九
五
千
円

老
朽
化
し
た
喜
良
市
小
学
校
第
一
剛

工
事
醤
と
、
中
央
公
民
館
迩
設
事
業
費

節
一
年
灰
分
一
千
五
百
万
円
な
ど
か
そ

の
主
な
る
も
の
で
す
。

①
教
育
委
員
会
喪
Ｉ
一
五
八
千
円

｜
I

教
育
総
務
饗

1億4,748万6千円

喜
良
市
小

第
一
期
工
事
費

中
央
公
民
館
第
一
年
次
分

一
千
五
百
万
円
な
ど

委
員
報
酬
、
旅
費
で
す
。

②
事
務
局
饗
’
一
四
、
八
七
六
千
円

給
料
な
ど
人
件
費
が
主
で
、
火
災
保

険
料
百
三
十
一
万
円
、
修
学
旅
行
費
、

学
川
品
費
、
通
学
費
補
助
等
が
二
百
七

十
七
万
九
千
円
、
県
地
裁
連
、
北
五
地

教
連
、
学
校
渥
会
、
郡
中
体
連
、
小
・

卓

旅
費
二
万
円
、
需
用
費
六
万
五
千
円

水
防
禽
庫
伽
裕
資
材
五
万
円
、
水
防
団

助
成
金
五
万
円
等
で
す
。

性質別経費

①
学
校
管
理
費
’
三
二
、
三
七
六
千
円

②
学
校
建
段
畳
Ⅱ
五
九
、
三
四
二
千
円

喜
良
市
小
学
校
設
計
、
地
質
調
在
委

託
料
三
百
二
十
万
円
、
孫
獺
小
隠
体
工

事
請
負
饗
、
同
校
庭
盤
術
工
事
費
で
二

千
十
三
万
二
千
円
、
喜
良
巾
小
第
一
期

工
事
請
負
讃
三
千
五
百
四
万
円
か
主
で

す
。［

岼
朏
悸
校
密
一

①
学
校
管
理
養
’
二
、
○
九
○
千
円

②
教
育
振
興
饗
Ｉ
九
一
五
千
円

理
振
法
に
よ
る
備
品
購
入
賀
（
命
中

四
十
四
万
円
、
南
中
四
十
七
万
五
千

中
教
研
、
教
刷
街
採
択
協
議
会
、
通
学

バ
ス
助
成
負
担
金
等
で
三
百
四
十
八
万

三
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

】
１
１
‐

一
小
学
校
費
一

一
Ｉ
Ｉ
ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
４
Ｉ
ｌ
Ⅱ
７
ｆ
１
．
．
１
１
■
‐
１
１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

11 11川
川

南
川

Ｉ
ｒ

画
啼

Ⅱ11ⅡlⅡ､川fITl

lIIIlUI#1tⅢⅡF1

1W 、 間､酔再聟

！…冑向

(6）

鷺騨藤議
5,119万8千円

驚灘篝
｡
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①
社
会
教
育
総
務
養
’四

、
七
○
三
千
円

②
公
民
館
畳
Ｉ
三
、
六
二
五
千
円

人
件
費
、
備
品
購
入
饗
か
主
で
す
。

③
公
民
館
建
股
養
’

一
五
、
○
○
○
千
円

中
央
公
民
館
設
計
委
託
料
と
工
事
請

負
費
か
主
で
す
。

｜
保
健
体
育
饗
一

①
保
健
体
育
総
務
畳
’

一
、
七
○
七
千
円

②
社
会
体
育
畳
’
一
、
○
八
七
千
円

③
体
育
施
設
受
Ｉ
九
八
○
千
円

芦
野
グ
ラ
ン
ド
整
備
、
ス
キ
ー
場
整

備
等
で
す
。

円
）
で
す
。

①
積
立
金
Ｉ

二
一
、
四
八
七
千
円

長
期
償
償
還
利
子
お
よ
び
一
時
借
入

金
利
子
で
す
。

①
公
債
諸
畏
Ｉ
一
○
○
千
円

長
期
侭
元
利
悩
逮
手
数
料
で
す
。

一
劃
割
謝
司
劃
一

奨
学
金
貸
与
基
金
積
立
金

①
元
金
Ｉ

二
三
、
五
一
三
千
円

長
期
償
償
還
元
金

（
長
期
借
入
金
）
の
本

年
返
済
の
元
金
で
す
。

②
利
子
Ｉ

公
債
費九

五
四
千
円

家
庭
生
活
の
安
定
と
児
童
の
健
全
な

育
成
・
資
質
向
上
を
は
か
る
た
め
の
一

つ
の
制
度
と
し
て
、
児
童
手
当
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
岐
の
改
正
に
よ
り

四
月
か
ら
支
給
対
象
と
な
る
児
童
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
対
象

人
員
が
大
幅
に
墹
加
し
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
児

童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、

す
べ
て
毎
年
一
回
、
六
月
一
日
か
ら
同

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
「
児
童
手
当
現

況
届
」
を
町
長
（
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
、
以
下
同
じ
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
児
童
手
当
現
況
届
」
に
よ
っ

て
、
町
長
は
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
方
の
帥
年
の
所
得
の
状
況
や
児

童
の
養
育
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
確
認

し
、
引
き
続
い
て
児
蹴
手
当
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
届
は
大
切
な
も

の
で
す
か
ら
必
ら
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

も
し
、
こ
の
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と

引
き
続
い
て
支
給
を
受
け
る
資
格
か
あ

っ
て
も
、
六
月
分
か
ら
の
児
重
手
当
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
予
備
受
Ｉ
｜
、
五
○
○
千
円

軸
●
早
■
●
■
タ
■
■
●
け
■
も
①
夕
巳
や
■
今
①
ｃ
ｃ
の
■
や
凸
守
ｇ
◆
●
甲
■
ｅ
■
。
■
■
■
■
０
口
●
●
■
Ｇ
Ｇ
Ｇ
印
●
少
■
争
巳
夕

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
は
お
は
や
め
に

子
備
費

一
五
○

議
万

円
q

将
来
、
年
金
を
う
け
る
た
め
に
、
か

け
金
を
納
め
た
い
の
は
や
ま
や
ま
な
の

だ
が
生
活
が
苦
し
く
て
ど
う
に
も
な
ら

な
い
。
と
い
う
人
た
ち
も
い
る
と
思
い

ま
す
。そ

の
よ
う
な
人
た
ち
を
救
う
た
め
に

国
民
年
金
で
は
保
険
料
を
免
除
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
免
除
は
ほ
ん
と
う
に
生
活

か
苦
し
い
人
だ
け
に
限
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
、
国
民
年
金
を
や
め
る
と
か
、
永

久
に
か
け
金
を
納
め
な
く
て
も
よ
く
な

る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
生
活
が

楽
に
な
る
ま
で
一
時
か
け
金
を
免
除
し

一家、
森比呂殺

か
け
金
を
か
け
き
れ
な
い
人

ｌ
年
金
係
に
届
出
し
て
下
さ
い
Ｉ

O

a〉

§

簿雲

ｌ
福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
皆
さ
ん
Ｉ

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
や
、
心
身
の
障
も
し
、
六
月
中
に
証
岱
を
提
出
し
ま

害
者
、
夫
に
死
別
し
た
母
子
世
帯
の
人
せ
ん
と
、
九
月
六
日
の
支
払
日
に
間
に

な
と
で
、
福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
人
合
わ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
五
月
の
支

は
、
毎
年
六
月
ま
で
に
「
国
民
年
金
証
払
い
を
う
け
た
ら
す
ぐ
年
金
係
に
届
け

識
」
を
年
金
係
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
て
下
さ
い
。

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
ん
ど
福
祉
年
金
か
改
善
さ

役
場
で
は
、
国
民
年
金
証
書
と
一
緒
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
は
あ
る

に
、
福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
本
人
や
程
度
の
収
入
の
あ
る
家
の
人
に
は
福
祉

配
偶
者
、
福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る
人
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
、

を
扶
錐
し
て
い
る
人
の
昭
和
四
十
七
年
こ
の
制
度
か
大
幅
に
ゆ
る
め
ら
れ
る
予

中
の
所
得
状
況
を
県
に
報
告
し
ま
す
。
定
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
県
で
は
今
年
の
五
月
か
ら
こ
の
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
年
金

来
年
四
月
ま
で
の
一
年
間
の
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
と
め
ら
れ
て
い
た
人
で
も

が
う
け
ら
れ
る
か
ど
ら
か
を
決
め
、
そ
今
年
か
ら
は
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
か

し
て
支
払
金
額
を
証
替
に
記
入
す
る
こ
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
証
書
は
忘
れ
ず

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

て
も
ら
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

今
年
は
ど
う
し
て
も
か
け
金
を
納
め

ら
れ
な
い
、
と
い
う
人
は
年
金
係
に
そ

の
こ
と
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

国
民
年
金
証
書
は
忘
れ
ず
提
出
を

鰐I
ソ

蕊
鰯

だ
よ
ゞ
、

こ
猫

か
、
’
ク匡

闘
剥
騨
’
一
態
嗣

閖
玖
か
粉

氷
た
ま
り
／
』

篝 も
し
、
届
出
も
せ
す
か
け
金
を
滞
納

し
ま
す
と
、
年
金
か
う
け
ら
れ
な
い
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
免
除
を
う
け
ま
す
と
う
け
る

年
金
額
か
三
分
の
一
に
な
り
ま
す
が
、

あ
と
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
れ
ば
満
額

の
年
金
が
う
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
免
除

を
う
け
る
人
は
生
活
か
楽
に
な
っ
た
ら

必
ず
追
納
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

専
麹

篭危籔
蕊
１
蕊
劉

皇
蓼

J△

別
間

Ⅱ
Ⅲ

９
ｔ

Ｈ
Ⅱ

脚
閲

柵
Ⅱ

４
９

叩
、

４
１

加
制

且
肘

４
１

仙
脈

Ⅲ
咄

(7）

鑿駕

五
○
四
万
三
千
円

蕊猿驚議
4,510万円

篝
■■■ 垂
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ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
四
月
届
出
分
）

泉
谷
蝶
大
（
弘
幸
２
男
）
川
倉

問
田
美
保
子
（
昇
長
女
）
砺
瀬

大
砺
さ
ゆ
り
（
幸
則
長
女
）
喜
良
市

花
田
恵
美
子
（
文
男
２
女
）
金
水

田
中
端
司
（
鰯
六
２
男
）
川
倉

竹
内
実
佳
子
（
浩
長
女
）
藤
枝

黒
川
幸
人
（
武
美
２
男
）
嘉
瀬

泉
谷
美
好
（
盛
長
女
）
川
倉

小
山
内
克
夫
（
舜
長
男
）
謡
瀬

長
尾
明
美
（
匡
時
２
女
）
金
木

黒
川
菜
穂
子
（
慶
治
長
女
）
嘉
瀬

川
海
新
子
（
等
３
女
）
嘉
瀬

秋
元
従
子
（
忠
蔵
２
女
）
嘉
瀬

山
中
恵
（
石
太
郎
長
女
）
癌
瀬

中
谷
静
香
（
勝
治
２
女
）
金
木

伊
藤
淳
（
博
長
男
）
喜
良
市

松
川
直
子
（
春
雄
長
女
）
嘉
瀬

白
川
昭
子
（
良
昭
２
女
）
川
倉

伊
藤
貴
仁
（
光
雄
長
男
）
金
木

大
橘
一
友
（
昭
彦
長
男
）
金
木

太
田
渡
（
時
郎
長
男
）
喜
良
市

熊
谷
忠
光
（
光
男
長
男
）
金
木

泉
谷
寿
美
子
（
哲
夫
長
女
）
嘉
瀬

吉
田
和
紫
（
隆
雄
長
女
）
蒔
田

成
田
佑
則
（
好
広
長
男
）
中
柏
木

成
田
義
仁
（
義
購
長
男
）
金
木

中
村
幸
貴
（
清
治
長
女
）
金
木

今
克
之
（
啓
二
２
男
）
嘉
瀬

成
田
真
優
美
（
義
道
長
女
）
中
柏
木

山
中
利
昭
（
利
美
３
男
）
嘉
瀬

山
田
賢
聖
（
精
也
２
男
）
金
木

竹
谷
正
則
（
則
衛
２
男
）
喜
良
市

油
谷
真
紀
（
光
雄
２
女
）
喜
良
巾

宮
域
武
（
守
長
男
）
金
木

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
四
月
届
出
分
）

（
鍛
秤
喜
嶬
子
割
壷
郷
握
銅
鑑
岡
縣

（
鑑
泉
恵
蓉
子
華
唯
霊
翠
釧
崎
柿

（
皿
瞬
き
蝿
識
輝
塞
壁
鍾
蔀
鯛
秘

（
訴
蝿
力
飛
証
峰
詞
榎
錘
榊
坤
赫

〈
抑
藤
千
”
識
翫
左
榊
門
狙
傘
霊
窪
赫

（
躍
斡
蛎
崎
鋒
林

（
雌
割
高
識
嶬
澤
郎
匙
塞
癖
潟
繩

（
雄
雌
あ
謎
霊
嵯
睦
助
建
錘
艸
軸
岫

（
耗
祁
ミ
握
誇
曄
瀝
地
罎
率
錘
所
柿

（
浄
村
媚
睡
鋤
隷
霊
翠
潅
岡
縣

（
報
祁
潤
識
華
嶬
治
霊
銅
識
轆

（
露
翻
稲
雑
題
噸
郎
亜
傘
錆
森
柿

ヘヘヘヘヘ

古白奈川白横田藤江山
川川良村川井中田良中ダ

ミ
キ
長
四
郎
５
女
金
木

久
成
久
美
２
男
嘉
瀬

敏
子
直
義
６
女
五
所
市

清
則
清
一
２
男
青
森
市

由
紀
美
代
司
長
女
金
木

勝
彦
堅
二
２
男
東
京
都

圭
子
定
太
郎
３
女
金
木

昭
次
三
次
郎
４
男
東
京
都

悦
子
勝
美
長
女
喜
良
市

哲
莪
堅
造
長
男
川
倉

道
子
徳
松
２
女
神
奈
川

毎

へへへへへへ

白斎呆河小竹菅福佐山田加
川藤谷村野内野士友中村藤

あ 木
幸和恵敏い信孝淳寿由
子行子実子夫子一子優忍博

驍写稔萎爺鱸紳
長長長長6豊長畏長長31
女男女男女男女男女男女男
金埼川北喜藤東金三嘉弘金
玉海良京沢前

木県倉道市枝都木市瀬市木

蛆
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｜腎蝿鱗中学卒業の隊員

有給休暇劉日、汕僧舷Yr受恥者のスクーリング参加の場合は、ネWﾘ休峨50

11が．り･えあれ．ごいます。

八戸椰隊;二はIirとえ地IIJ(二定時111高校力強りま・ｹー。

中学卒業の隊員

忠
雄
３
男
金
木

茂
雄
４
女
黒
石
市

正
雄
長
男
東
京
都

勝
郎
３
女
金
木

勇
治
養
子
金
木

主
憲
２
女
神
奈
川

稲
芳
長
男
孫
瀬

康
次
長
女
喜
良
市

常
吉
２
男
五
所
市

常
造
長
女
中
柏
木

三
之
造
２
男
稲
垣
村

孫
一
長
女
川
倉

夜IM1大学

大学通信教育

高校卒業の隊貝
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